
　反射テスト　対数　性質　基礎　01

1. 　例にならって, 次の式を対数表記せよ. ただし変数の定義域を考慮しなくてよい.

（ S 級 24秒, A級 40秒, B 級 1分 10秒, C 級 1分 30秒 ）
例 1　 25 = 32　⇔　 log2 32 = 5

例 2　 3x = y　⇔　 log3 y = x

（1）　 23 = 8 （2）　 51 = 5

（3）　 a3 = y （4）　 xx = y

2. 　 　 をうめよ.（ S 級 36秒, A級 1分, B 級 1分 40秒, C 級 3分 ）

（1）　 20 = 1　であるから,

log2 1 =

（2）　 xは正の整数で 1ではないとすると,

　 x1 = x であるから,

logx x =

（3）　m,n は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m , N = 2n とおくと,

m = log2

n = log2

また, 　MN = 2m+n　であるから,

m+ n = log2

ゆえに, log2 MN = log2 M + log2 N

（4）　m は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m とおくと,

m = log2

よって, この両辺を 3倍すると,

3m = 3 log2

また, M = 2m の両辺を 3乗すると,

M3 = 2

⇔　 = log2 M
3

以上の結果から, log2 M
3 = 3 log2 M

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


3. 　例にならって, 次の式を対数表記せよ. ただし変数の定義域を考慮しなくてよい.

（ S 級 25秒, A級 45秒, B 級 1分 20秒, C 級 1分 30秒 ）
例 1　 25 = 32　⇔　 log2 32 = 5

例 2　 3x = y　⇔　 log3 y = x

（1）　 53 = 125 （2）　 1000 = 1

（3）　 ax = y （4）　 x2x = y

4. 　 　 をうめよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 30秒 ）

（1）　 71 = 7　であるから,

log7 7 =

（2）　 2−1 = 1
2
　であるから,

log2
1
2

=

（3）　m,n は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m , N = 2n とおくと,

m = log2

n = log2

また, 　M
N

= 2m−n　であるから,

m− n = log2

ゆえに, log2
M
N

= log2 M − log2 N

（4）　 k ,m は正の整数で 1ではないとする.

　 am = Mk とおくと,

m = loga

また, am = Mk ⇔ a
m
k = M

であるから, = loga M

両辺を k 倍して, = loga M

以上の結果から, loga M
k = k loga M

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　対数　性質　基礎　01　解答解説
1. 　例にならって, 次の式を対数表記せよ. ただし変数の定義域を考慮しなくてよい.

（ S 級 24秒, A級 40秒, B 級 1分 10秒, C 級 1分 30秒 ）
例 1　 25 = 32　⇔　 log2 32 = 5

例 2　 3x = y　⇔　 log3 y = x

★対数は指数計算の逆算（ ただし底 aは a > 0 かつ a ̸= 1 ）
　 ax = y　⇔　 loga y = x

（1）　 23 = 8

⇔　 log2 8 = 3

（2）　 51 = 5

⇔　 log5 5 = 1

（3）　 a3 = y

⇔　 loga y = 3

（4）　 xx = y

⇔　 logx y = x

2. 　 　 をうめよ.（ S 級 36秒, A級 1分, B 級 1分 40秒, C 級 3分 ）

★対数の計算（ 1ではない正の実数 aを底とする対数について ）
M > 0 , N > 0で, kが実数であるとき,

1⃝　 loga 1 = 0

2⃝　 loga a = 1

3⃝　 loga MN = loga M + loga N

4⃝　 loga
M
N

= loga M − loga N

5⃝　 loga M
k = k loga M

（1）　 20 = 1　であるから,

log2 1 = 0

（2）　 xは正の整数で 1ではないとすると,

　 x1 = x であるから,

logx x = 1

（3）　m,n は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m , N = 2n とおくと,

m = log2 M

n = log2 N

また, 　MN = 2m × 2n = 2m+n　であるから,

m+ n = log2 MN

ゆえに, log2 MN = log2 M + log2 N

（4）　m は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m とおくと,

m = log2 M

よって, この両辺を 3倍すると,

3m = 3 log2 M

また, M = 2m の両辺を 3乗すると,

M3 = 2 3m

⇔　 3m = log2 M
3

以上の結果から, log2 M
3 = 3 log2 M

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


3. 　例にならって, 次の式を対数表記せよ. ただし変数の定義域を考慮しなくてよい.

（ S 級 25秒, A級 45秒, B 級 1分 20秒, C 級 1分 30秒 ）
例 1　 25 = 32　⇔　 log2 32 = 5

例 2　 3x = y　⇔　 log3 y = x

★対数は指数計算の逆算（ ただし底 aは a > 0 かつ a ̸= 1 ）
　 ax = y　⇔　 loga y = x

（1）　 53 = 125

⇔　 log5 125 = 3

（2）　 1000 = 1

⇔　 log100 1 = 0

（3）　 ax = y

⇔　 loga y = x

（4）　 x2x = y

⇔　 logx y = 2x

4. 　 　 をうめよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 30秒 ）

★対数の計算（ 1ではない正の実数 aを底とする対数について ）
M > 0 , N > 0で, kが実数であるとき,

1⃝　 loga 1 = 0

2⃝　 loga a = 1

3⃝　 loga MN = loga M + loga N

4⃝　 loga
M
N

= loga M − loga N

5⃝　 loga M
k = k loga M

（1）　 71 = 7　であるから,

log7 7 = 1

（2）　 2−1 = 1
2
　であるから,

log2
1
2

= −1

（3）　m,n は正の整数で 1ではないとする.

　M = 2m , N = 2n とおくと,

m = log2 M

n = log2 N

また, 　M
N

= 2m ÷ 2n = 2m−n　であるから,

m− n = log2
M

N

ゆえに, log2
M
N

= log2 M − log2 N

（4）　 k ,m は正の整数で 1ではないとする.

　 am = Mk とおくと,

m = loga Mk

また, am = Mk ⇔ a
m
k = M

であるから,
m

k
= loga M

両辺を k 倍して, m = k loga M

以上の結果から, loga M
k = k loga M

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html

